
　（別紙４（２）） 事業所名：グループホームおおやの

目標達成計画 作成日：　令和　４　　年　１　　月　２０　　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1
４８
４９

コロナ禍により、外出等出来ず楽しみごとが少
なくなり、ストレスになっている。

室内で出来るレクリエーションを増やし、気
分転換が図れるようにする
コロナが収束したら、ドライブ、花見等出か
けたい

・おやつ前後等時間を作り、パタカラ体操やリハ
ビリ体操の実施（TV体操、DVD、カラオケ等活
用）
・１回/月　レクリエーション計画し実施
・ホーム敷地内（玄関先等）での外気浴、お茶
会

１２ヶ月

2 19
コロナ禍により面会等できず、家族にホーム内
の日常の様子や状態が伝わりにくい。

近況報告や広報の工夫により、ご家族の安
心につなげる

・写真の工夫（顔のアップ写真だけでなく、部屋
の様子、どのように生活されているか日常の様
子等）
・暮らしぶりをわかりやすく報告できるようにす
る

12ヶ月

3 40
毎日の食事が単調になってきており、もっと楽し
んでもらいたい

食事で季節を感じてもらい、もっと食事を楽
しみにしてもらう

・誕生日メニュー、ケーキデコレーションの工夫
（もっと本人の好みを取り入れる、家族にも確
認）
・季節の食材、果物の活用
・会話を楽しみながらの食事

１２ヶ月

4 31
災害対策において、現在ホーム内だけで訓練を
行っている

近隣、家族、連携医療機関、薬局等含め、
訓練ができるようにしたい

・協力者を確認し、連携体制を築く（近隣、家
族、連携医療機関、薬局等）
・どのような訓練を行うか計画を立てる

１２ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


